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空
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J
A
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の
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り
組
み
─
／
第
１
２
１
回

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

唐房漁港でのワカメ収穫作業の様子。上／ロープに一つずつ種付け。下／収穫されたワカメ。

　

世
界
が
一
丸
と
な
っ
て
目
指
す
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
運
航
に

伴
う
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
を
守
り
、
増
や

す
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
い
え
ば
森
林
や

都
市
の
緑
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
海

草
や
海
藻
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど

も
陸
上
の
植
物
同
様
に
炭
素
を
取
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
は
水
に
溶
け
や
す
く
、
海
洋

全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
の
量
は
大
気
中
の
50
倍

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
海
水
中
の
Ｃ

Ｏ
２
を
海
の
植
物
が
光
合
成
で
吸
収
し

隔
離
、
食
物
連
鎖
や
枯
死
後
の
海
底
へ

の
堆
積
な
ど
で
炭
素
を
貯
留
し
ま
す
。

こ
う
し
て
海
洋
生
態
系
内
に
貯
留
さ
れ

る
炭
素
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
は
、
陸

上
の
植
物
が
吸
収
・
隔
離
す
る
「
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ボ
ン
」
の
２
倍
と
も
い
わ
れ
、

新
た
な
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
は
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
宝
庫
。
海
草
や

海
藻
の
藻
場
、
湿
地
・
干
潟
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
な
ど
、
多
様
な
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
生
態
系
が
全
国
の
沿
岸
や
浅
海
に

存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

２
０
０
９
年
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
報
告
書
『
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
』
の
中
で
、「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生

態
系
の
炭
素
貯
留
量
は
陸
上
の
す
べ
て

の
植
物
が
貯
留
す
る
炭
素
量
に
匹
敵
す

る
」
と
記
し
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て

の
海
の
可
能
性
を
提
示
し
ま
し
た
。
同

時
に
、「
こ
の
貴
重
な
生
態
系
は
、
年

間
２
～
７
％
ず
つ
消
失
し
て
い
る
（
消

失
率
は
熱
帯
雨
林
の
４
倍
）」
と
い
う

報
告
も
。
消
失
に
よ
り
、
貯
留
さ
れ
て

い
た
炭
素
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
す
。
海
の

森
の
保
全
と
再
生
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

Ｃ
Ｏ
２
の
新
た
な
吸
収
源

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

海
の
森
を
守
れ
！

保
全
・
再
生
の
重
要
性

ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
向
け
た
課
題
の
一
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
へ
の
期
待
の
高
ま

り
か
ら
、
日
本
各
地
で
藻
場
や
干
潟
の

造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
佐
賀
県
唐
津

市
と
九
州
大
学
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
唐
津
の

海
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
２

０
２
２
年
11
月
に
、
海
洋
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
佐
志
小
学
校
と
地
元
漁
業

者
の
有
志
と
共
に
、
ワ
カ
メ
養
殖
（
種

付
け
）
体
験
を
実
施
。
み
ん
な
で
種
付

け
し
た
ワ
カ
メ
は
今
年
２
月
に
収
穫
で

き
ま
し
た
。
ワ
カ
メ
の
一
部
は
、
当
該

海
域
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
を
育

成
す
る
た
め
、
収
穫
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

唐
津
の
海
に
残
さ
れ
ま
す
。

「
今
回
の
ワ
カ
メ
の
養
殖
体
験
活
動
の

よ
う
に
、
産
学
官
民
が
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
で
、
海
洋
・
環
境
教
育

を
は
じ
め
、
漁
業
の
持
続
性
、
企
業
の

社
会
貢
献
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
さ
ら
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
企
業
と

売
買
す
る
認
証
制
度
『
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ

ジ
ッ
ト
』
の
認
証
を
目
指
し
ま
す
」
と
、

唐
津
市
役
所
政
策
部
の
通
と
お
り

山や
ま

誠
史
さ

ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

　

な
お
、
お
隣
の
博
多
湾
で
も
ア
マ
モ

場
を
増
や
す
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

藻
場
が
吸
収
・
固
定
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
「
博

多
湾
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
を
主
導
す
る
「
博
多
湾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

会
議
」
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
加
わ
り
、
博
多

湾
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
日
本
の
航
空
会

社
と
し
て
、
日
本
を
取
り
巻
く
豊
か
な

海
を
舞
台
に
、
こ
れ
か
ら
も
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
実
現
に
向
け
た
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

唐
津
市
の
海
で

ワ
カ
メ
の
種
付
けカーボンオフセットとは、

排出されたCO2を他の場
所で吸収したり、削減し
たりすることによって埋
め合わせる仕組みです。
JALグループでは、ご搭
乗いただく飛行機が排
出するCO2をオフセットで
きるプログラムを設置し
ています。詳細はJALカ
ーボンオフセットのWeb

サイトをご覧ください。

JAL
カーボン
オフセット

日本で見られる
ブルーカーボン

生態系

BLUE CARBON

樹木として
炭素を貯留する他、
海底の枯れ枝や

根もブルーカーボンに

海面を漂う
「流れ藻」は

やがて深海に堆積し
ブルーカーボンに

多様な
塩生植物や生き物、

泥の中の有機堆積物が
炭素を貯留

砂泥質の海底に
育つ海草は、
海底に巨大な

炭素貯留庫を形成

1.海草の藻場

3.湿地・干潟

2.海藻の藻場

4.マングローブ林
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